
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 20日（月） 
北海道中札内高等養護学校 校長室より 

  １７日に久しぶりの援護会役員会が行われました。中札内村だ

けではなく、更別村や広尾町からも駆けつけてくださった役員の

皆様。温かな気持ちに心から感謝です。 

  役員会では、杉江会長の挨拶のほか、３８回生の進路状況の

報告、その他卒業生の現在の状況、今年度の現場実習等での

生徒の活動の様子などの報告などが行われました。 

  また、今年の卒業式の様子が報告され、「３８回生みんなで作

った答辞」を一部紹介。本来であれば、援護会の皆様にも卒業

式を見ていただきたかった、という思いとこれまでの感謝を援護

会の皆様にもお伝えしました。次年度もどうぞよろしくお願いい

たします。 
お忙しい中集まってくださった役員の皆様 

   

14日、中札内村の文化創造センターで、中高養の生徒のためだけのコンサー

トが開かれました。ピアニストの村松健さんと中札内村教育委員会のご厚意によ

り開かれたコンサート。音を自由に聴いて、自由に感じてほしいという村松さん

のメッセージを感じるコンサートでした。 

曲はすべて村松さんの作曲された曲で、どの曲もそこに景色や香りや温度を感じる音楽でした。生徒

からの質問に「中札内村をイメージした曲はありますか？」とあり、まだ完成していないけれど・・・

と演奏していただきました。素敵な時間をいただけたことに感謝です。 

  19日、村民スポーツ大会のバドミントン大会が行われ

ました。本校から、今年卒業したOさんと 2年生の Aさ

んがダブルスで出場。機敏にシャトルに反応し、力強いス

マッシュする２人の姿にとても驚きました。 

  バドミントンの試合の機会があまりないため、この 3月

の村の大会が唯一の対外試合となる２人にとって、この日

は待ちに待った大会でした。3年ぶりに開催されたこの大

会、今年は開催できて本当によかったです。小学生や中

学生も含め、社会人の方々もたくさん出場していました。

バドミントン部の皆さん、お疲れさまでした。 


